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アジアの ミツバチと養蜂

博物学全盛時代には600もの名前のあった

ミツバチの分類が Maa (1953) によって再編

され て24種 に ま で整 理 され,1964年 の

Goetzeによる提唱以来, ミツバチ属 (Apis)

は, ヨーロッパ, アフリカ原産で24の亜種か

らなるセイヨウミツバチ (Apismellifera),ア

ジア原産で 4亜種からなる トウヨウミツバチ

(A.cerana),同じくアジア原産のオオミツパ

チ (A.dorsata),コミツバチ (A.florea)の

4種として扱われてきた (Ruttner,1988;中

村,1997).1980年になるとネパールでオオミ

ツバチと高度的に棲み分けしている世界最大の

ヒマラヤオオミツバチ (A.laboriosa)が再確

認された (Sakagamieta1.,1980).このこ
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とが ミツパテの分類を見直すきっかけとなり,

従来の形態学的な計測に加えて,行動学的調

査,遺伝生化学的な解析も加わり再検討がなさ

れてきた.

その結果,1987年には東南アジアに生息す

る黒い体色で世界最小のク口コミツパテ (A.

andreniformis)がコミツバチから,1988年に

は東マレーシア (ボルネオ島)サバ州で発見さ

れた ｢赤いミツバチ｣のサバ ミツバチ (A.kosI

chevnikovi)が トウヨウミツパテからそれぞれ

独立種として再確認され,3種が新たに加わっ

た (小野,1992).

さらに 1996年になると,新たに2種の ミツ

バチが増えた.一種はフィリピンのスラベシ島

図 1 アジアのミツバチの分布域
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図 2 オオミツバチ

で発見され クロオ ビミツバチ (A.nigroci-

ncta)で, トウヨウミツバチから独立の種とし

て確認された.もう一種は東マレーシア (ボル

ネオ島)サバ州の 1500m以上の高地で発見さ

れたキナパルヤマ ミツバチ (A.nuluensis)

で,この種は ｢新種｣として認められた.

アジア地域に適応放散 したミツパテがここ数

年間に独立種,また新種として認められるよう

になり,現時点において世界のミツバチは9種

となり,その内8種がアジア地域に分布 してい

る (図 1).

現在,貴重な養蜂生産物を生み,全世界の養

蜂業を支えているのはセイヨウミツパテであ

る. 1877年, アジアで初めてセイヨウミツバ

チによる近代養蜂技術が日本に導入され,その

後中国,台湾,韓国とその技術は拡大した (吉

田,1993).

東南アジアでは1940年代後半になってから

近代養蜂の普及が開始され,熱帯地域の一部を

除きセイヨウミツパテが導入されたが,商業的

に養蜂が成り立っているのは極く一部の地域に

限られているのが現状である.

アジア地域は8種 もの ミソバチが生息 して

いる ｢ミツバチの宝庫｣である.こうした在来

ミツバチを用いる養蜂も,各国の村落開発普及

事業の中で取り上げられるようになり,特に開

発普及における ｢持続可能な養蜂｣が削 旨され

る用になってから,有用資源としての在来 ミツ

バチには熱い視線が注がれるようになってき

た.飼育という点ではトウヨウミツバチが主体

ではあるが,生産物利用という点から各種のミ

図 3 ビルの窓の外側にできたオオミツパテの巣

ツバチが様々な利用の仕方をされている.それ

らのミツバチの生態と養蜂についてここでは紹

介する.

1.オオミツバチ

(ApisdorsataFabricius,1793)

東南アジアの熱帯から亜熱帯にかけて生息す

る大型のミツバチ (図2).長さ1.2m,高さ0.

5m前後の単葉の巣板を,高さ30-60mに達

する大木上部の直径20-40cmの太い枝や,断

崖のオーバーハングした岩の下,さらにビルな

ど大きな建物のひさし部分にも造 られる (図

3).複数の巣が隣接 して認められるのが普通

で,攻撃性はきわめて強い.飼育は困難である

ため,野生の群から採蜜することになる.従っ

て,ハチミツの収量は不安定である.熱帯モン

スーン地帯のネパール,インド,スリランカな

どでは,乾期と雨期がはっきりしている.低地

での乾期には高温となり乾燥も激しく,花もな

くなるため,その間オオミツバチは高地に移動

する行動が見られる.

オオミツバチからの-チミツ狩りの様子を描

いたインドの洞窟画は紀元前 6000年頃にさ

かのぼる (Crane,1999).現在でも東南アジア

地域の広い範囲で野生の巣から-チミツを採集

する-ニー-ンティング法が行われている.

夜にハンターがオオミツバチが造られた木に

登り,巣を抱くような格好で太い枝の上に腹這

いになり,たいまつで-チを追い払い,蜜巣板

を切り取って採取する.

オオミツバチの北限地域のネパール,中国雲



図4 断崖に造られたヒマラヤオオミツバチの巣

南省地域では, 標高 1200m付近から近縁種の

ヒマラヤオオミツバチにとって代わるようにな

る.なお,フィリピンおよびインドネシアのス

ラベシ島のオオミツノヾチについては,それぞれ

別 種 (Apisbreviligulaお よ びApisbingh-

ami)である可能性が残されており,現在も研

究が続けられている.

2.ヒマラヤオオミツパテ

(ApislaboriosaSmith,1871)

1980年,ネパールにおいてオオ ミツバチと

棲み分けしている大型の ミツバチが近縁種とし

て再記載された (Sakagamieta1.,1980).

形態学的差異による別種の扱いには慎重論のあ

ったが,1990年に発表された生態学的研究に

よって独立の種 として扱 うことが定着 した

(Underwood,1990).本誌 13巻 1号には興味

深い生態の一部が翻訳,掲載されている (Un-

derwood,1992).
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断崖に造 られたヒマラヤオオミツバチの巣は

(図4),-ンクーが断崖絶壁の頂上から竹の縄

梯子を使って巣に近づき,煙で巣板上の-チを

追い払い,長い竹の棒を操作しながら蜜巣板を

切り離 し採取する.

3.コミツパテ

(ApisfloraeFabricius,1787)

小型の ミツパテで,低い薮の中に人の手のひ

ら大か,それよりやや大きい 1枚の巣板を細い

小枝を覆い被せるようにしてぶら下げる (図 5

左).巣のつけね部分に粘着性のあるヤ二を塗

りつけアリなどの侵入を防いでいる.分布域は

オオミツバチとはぼ重なるが,より西方のイラ

ン,オーマンまで分布域を伸ばしている.

コミツバチは巣ごと採取されて,青空市場な

どで販売されている.タイのマーケットでは,

1m程の高さに組んだやぐら状の竹に,コミツ

バチの巣がたくさんぶら下げられ,売られてい

るのを見ることができる (図 5右).

インドやオマーンの一部の地域では,コミツ

バチの蜂群を人工的な穴,家壁のくぼみの中,

木陰に吊るすなどして飼育する.ハチミツは,

巣の上部の貯蜜部を切り取る方法を繰り返 しな

がら採取される (FÅo,1986).しかし巣箱を

使ってコミソバチを飼育する方法は,ほとんで

成功 していない.一時期養蜂目的でアフリカの

スーダンに持ち込まれたことがある.

図5 コミツパテの巣 (左),タイのマーケットではやぐらに組 図6 ク口コミツバチの巣

んで売られているのをよく見かける (右) 蜂球先端がロート上になるのが特徴
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図7 トウヨウミツ/ヾチの亜種分布

1 日本亜種 (ニホンミツバチ),2:原亜種 (中国亜種),3:インド亜種,4:ヒマラヤ亜種

4.ク口コミツバチ

(ApisandreTuformisSmith,1858)

1987年,中国南部でコミツパテと同所に生

息 している黒色で,コミソバチより小型なミツ

バチが調査され (WuandKuang,1987),タ

イにおける生殖隔離の観点からも独立の種とし

て再記載された (図 6).1枚の巣板を造り,秦

蜂的観点ではコミツバチと区別されていない.

5. トウヨウミツパテ

(ApisceT･anaFabricius,1973)

アジアの養蜂資源として期待されているのが

トウヨウミツバチである. トウヨウミツバチは

中国産の原亜種 (A.C.cerana)のはか,イン

ド亜種 (A.C.indica),日本亜種 (A.C.ja-

ponica),ヒマラヤ亜種 (A.C.himalaya)の4

亜 種 が 認 め られ て い る (図 7)(Ruttner,

1988).日本亜種は北海道を除く全国に広く分

布 している.その他の亜種の分布は図の通りで

あるが,パプアニューギニアに人為的に持ち込

まれたことがある.

営巣場所と巣の構造はセイヨウミツバチと同

様で,閉鎖空間に複数の巣板が垂直に垂れ下が

る複葉巣を造る (図 8).セイヨウミツバチのよ

うな家畜化が進んでいないので,分峰性,逃去

性が高い点や貯蛮性が弱い点などが挙げられ

る. しか し, ミツパテへギイタダニ (Varroa

jacobsoni),スズメ/ヾチ類 (Vespaspp.)や病

気などに対 して高い抵抗性があるなどの将性か

ら,セイヨウミツバチの導入が困難な地域では

本種を養蜂に利用 していこうという試みが盛ん

になされている.

図8 トウヨウミツパテの巣
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図 9 対馬の伝統養蜂で用いられる丸太巣箱.トウヨ 図 10 ネパールでは丸太巣箱の他に家の壁を利用し

ウミツパテはアジアの各地で広 く飼育され,丸太巣 たコパ (壁轟)巣箱が伝統的によく用いられている.

箱の分布も広範囲にわたる 蓋を取り外したところを屋内からみたところ

戸 i意 喜

図 11 インドで用いられているニュートン式巣箱.浅い巣枠は貯蜜用のスーパー

買 7:=t:竜

三 て

図 12 ネパールでは麦わらで巣箱を作り,木製の枠を用いる巣箱が開発されている

図 13 植木鉢を利用したスリランカの トップバー巣箱
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図14 ニホンミツパテ用に開発されたAY巣箱

トウヨウミツバチによる養蜂起源の最古は,

2世紀半頃の中国で,紀元 156-167年の時代に

記録があり (周,1980),日本では643年の

｢日本書記｣の中にミツバチが登場する (渡辺,

1981).

アジアの各地では,伝統的な箱型巣箱や丸太

巣箱を利用して養蜂が営まれている.日本でも

丸太巣箱を使っている地域は多くみられ,長崎

県対馬が良 く知 られている (図9)(吉田,

2000).1群から2-4kgの採蜜が平均的であ

る.ネパールでは,伝統的養蜂を行っている部

族の家の壁に取り付けた特徴的なコパ巣箱 (図

10)でミツパテが飼われている.乾期の流蜜期

には,1群から5-6kgの収穫も可能であると

いう (中村,1987).

伝統養蜂での簡単な巣箱の形態は,分蜂群を捕

まえて巣箱に入れたり,分蜂群が入ってくるの

を待っていることになり,巣箱の数を増やすの

は困難である.病気の発生や外敵の被害調査,

女王峰の養成,蜜のとれない時期の給餌,巣箱

内の掃除なども不可能であるため, トウヨウミ

ツパテ養蜂で最も深刻な問題となっている蜂群

の逃去が起こる.また採蜜時に多くの働き蜂が

殺されるため,群の勢力が落ちてしまうと共

に,巣は破壊されてしまうので新しい巣を作る

のに多大なエネルギーを消耗することになる.

そのため近代的養蜂として,セイヨウミツパ

テの巣箱を改良 したものや,インドでは可動式

巣枠と木製巣箱を用いたニュー トン巣箱 (図

ll),ネパールでは巣箱が麦ワラでできたワラ

巣箱が トウヨウミツパテの飼育巣箱として実用

化されている (図 12).アフリカで開発された

図15 サバミツバチの女王蜂 (中央)と働き蜂

トップバー式の巣箱も各地で導入,また独自に

開発され,スリランカでは,安価に入手できる

植木鉢を利用したトップバー式の巣箱が開発さ

れている (図 13).日本においても可動式縦型

巣枠を用いたAY (青木 ･吉田)巣箱が考案さ

れている (図 14).

6.サバミツバチ

(4piskoschevnikoviButtel-Reepen,1906)

1988年,東マレーシア, サバ州で トウヨウ

ミツバチより体のサイズは大型で,体色が赤銅

色のミツバチが発見された (図 15),雄蜂の交

尾器を中心とする形態学的相違点 (Tingeket

a1.,1988),雄蜂の交尾飛行時刻の違い (Koe-

nigereta1.,1988)から独立種と結論が下さ

れ た.最初 の論 文 で は,A♪isvechtiMaa,

1953が 採 用 さ れ た が,1906年 にButteト

Reepenによって命名されていた種とシノニム

(異名)であると見なされ,Apiskoschevnikovi

が採用されている (Ruttner,1990).分布は実

際にはサバ州だけではなく,カリマンタン島全

域および,ジャワ島,スマ トラ島に及んでいる

が,養蜂上の重要性は不明である.

7.クロオビミツパテ

(ApisnigrocinctaSmith,1861)

1996年,生息地であるスラベシ島で トウヨ

ウミツパテとの交尾飛行時刻の違いによる生殖

隔離が行われていることや,形態学的相違など

から独立種となった (Hadisoesiloand Otis,

1996).



図 16 吸蜜するキナパルヤマミツバチ

8.キナパルヤマミツパテ

(ApisnuluensisTingek,Koeniger

and Koeniger,1996)

1996年,東 マ レー シア (ボルネオ島)サバ州

で働 き蜂後肢 の色 の違 いによる形態上 の見地

(Tingeketa1.,1996),同所性の ミツパテと

の生殖隔離 (Koenigeretal‥ 1996),DNA

の塩基配列の比較か ら新種 として記載 された.

2000年 3月,筆者 はボルネオ島を訪れ る機

会を得 た.最初 に発見 された場所 に近 い 2000

mほどのアラブ山で,キナパルヤマ ミツパテを

採集,またキク科の花を訪れた働 き蜂を撮影す

ることができた (図 16).

(〒194-8610町田市玉川学園 6-1-1

玉川大学 ミツパテ科学研究施設)
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TheeightspeciesofAsian honeybeesare

brieflyIntroducedconcerningtheecologyand

thebeekeeping. TheyareAPisdorsataFabri-

cius,A.laboriosaSmith,A.PoreaFabricius,A.

andreniformisSmlth,A.ceranaFabricius,A.

koschevnikovi Butte1-Reepen, A. mgrocincta

SmithandA.nuluensisTlngek,Koenigerand

Koeniger.


